
令和８年度（202６年度）

全国学力・学習状況調査 泉大津市の結果概要
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令和８年度 全国学力・学習状況調査の概要

○目 的：義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、
◉全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る
◉学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる
◉そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する

○日時：令和８年４月20日(月)～５月29日(金) （英語「話すこと」については 令和８年４月24日（金）～５月29日（金） の期間内で分散実施）

○対 象： 小学校６年生、中学校３年生

○実施児童数 ： 小学校６年生： 泉大津市 522人 全国 922,411人
    中学校３年生： 泉大津市 470人 全国 842,491人

○調査事項： ①児童生徒 ： 教科調査〔国語、算数･数学、英語（中学校のみ）〕
 ②学 校 ： 質問調査

○調査問題：・学習指導要領で育成を目指す、知識及び技能や思考力、判断力、表現力等を問う問題を出題
・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善のメッセージを発信

○今年度の調査の特徴： ・中学校・英語（４技能「聞くこと」「読むこと」「書くこと」「話すこと」）の全面CBT化
※「話すこと」調査のみ令和５年度もCBTで実施 ・小学校・児童質問でのランダム方式の導入 2



令和8年度 全国学力・学習状況調査

教科に関する調査結果
小学校
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【小学校 国語】

・「読むこと」では、文章を読んで理解したことを基に、  
自分の経験と結びつけて自分の考えをまとめることに 
ついては概ねできている。

・「書くこと」では、自分の考えが伝わるように情報を
集めることや、条件にそって書くことに課題がある。

児童質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

国語の勉強は得意ですか 57.1 61.3 60.4

国語の勉強は好きですか 61.2 56.4 57.4

国語の授業の内容はよく分かりますか 85.2 82.7 81.5

国語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

93.4 88.5 90.4

学習指導要領の内容
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 64.7 64.4 66.8

(2) 情報の扱い方に関する事項 50.9 51.4 52.3

(3) 我が国の言語文化に関する事項

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 64.0 63.9 65.8

Ｂ 書くこと 42.6 43.8 45.7

Ｃ 読むこと 67.4 65.3 65.9

評価
の
観点

知識・技能 60.1 60.1 62.0

思考・判断・表現 58.9 58.6 60.1

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 7.7問 / 13問 59％ 2.9％

大阪府（公立） 7.7問 / 13問 59％ 3.3％

全国（公立） 7.9問 / 13問 60.9％ 3.4％

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞
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結果のポイント（小学校 国語）

[知識及び技能]

（２）情報の扱い方に関する事項

◆考えとそれを支える理由や事例など情報と情報との関係について理解することに課題がある。〔２二〕

◆情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことに課題

がある。〔３二〕

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（１）⾔葉の特徴や使い⽅に関する事項

◇話や文章の種類とその特徴について理解することはできている。〔３一〕

◆比喩や反復などの表現の工夫に気付くことに課題がある。〔１二(3)〕
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結果のポイント（小学校 国語）

[思考力、判断力、表現力等]

A 話すこと・聞くこと

◇相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明確になるよう話の構成を考えることは

できている。〔１一〕

◆資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することに課題がある。〔１二(1)、(2)〕

B 書くこと

◆筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えることに課題がある。〔２一〕

◆引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに課題がある。〔２四〕

C 読むこと

◇文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることはできている。〔３三(2)〕

◆目的に応じて、必要な情報を見付けることに課題がある。〔３三(1)〕

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点
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具
体
的
な
設
問
例

大
問
１
二
（
１
）

資
料
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
を

工
夫
す
る
指
導
の
充
実

解答類型９９
解答類型３
５のみ解答

解答類型２
２のみ解答

解答類型１
２，５と解答

4.2 23.4 17.6 53.8

⑴ 

岡
野
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、【
動
画
の
一
部
】
を
工
夫
し
て
撮
影
し
ま
し
た
。そ
の
工
夫
と
し
て

適
切
な
も
の
を
、次
の
1
か
ら
5
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

〔解答類型２・３〕
選択肢３又は選択肢４を選ぶ児童が多く
見られた。
資料を活用して表現を工夫する場合に

目的や相手、状況などを踏まえ、話す内
容と資料との整合などに注意する必要が

あることを十分意識できなかった児童
がいたと考えられる。

・全国との差が最も大きかった
（-6.6pt）

・市内8小学校における最大値と
最小値の差が最も小さかった問題

（差：13.7pt）

泉大津市 53.8％
（全国 60.2％）

資料の活用による効果も予想しながら考
えられるよう指導することが大切。

また、目的や相手、状況などを踏まえて、
話す内容と資料との整合、適切な時間や
機会での資料の提示の仕方などに注意す
るよう指導する必要。
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具
体
的
な
設
問
例

大
問
１
二
（
3
）

泉大津市 62.5％
（全国 65.2％）

比
喩
や
反
復
な
ど
の
表
現
の
工
夫
に
気
付
く
指
導
の
充
実

62.5 4.4 29.1 2.9

〈反応率（％）〉

⑶ 

岡
野
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、【
動
画
の
一
部
】
の
中
で
、〈
映
像
〉
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
こ
と

を
伝
え
る
た
め
に
、〈
音
声
〉
の
部
分
を
工
夫
し
ま
し
た
。そ
の
工
夫
の
効
果
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の

を
、次
の
1
か
ら
4
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

〔解答類型２〕
岡野さんたちの表現の工夫が、映像
では伝わりにくいことを別のことにた
とえて表現している比喩であることに
気付くことはできていたが、岡野さん
たちがこの表現の工夫を取り入れる

ことによって、どのような効果を期
待していたのかという意図を理解
することができなかった児童がい
たと考えられる。

「話すこと・聞くこと」の学習だけでなく、
「書くこと」「読むこと」など、これまでの
学習を想起し、比喩や反復、倒置など
の様々な表現の工夫への気付きをまと
めて整理することが大切。

どのような表現の工夫があるかという
ことだけでなく、それぞれの表現の工夫
を用いることのよさや効果についても整
理しておくことが必要。 8



具
体
的
な
設
問
例

大
問
2
一

泉大津市 54.8％
（全国 57.9％）

筋
道
の
通
っ
た
文
章
と
な
る
よ
う
に
、文
章
全
体
の
構
成
や
展
開
を
考
え

る
指
導
の
充
実

6.5 54.8 10.2 27.2

一 

【
花
山
さ
ん
の
文
章
の
一
部
】
ま
で
書
き
進
め
た
花
山
さ
ん
は
、読
み
手
も
一
緒
に
考
え
て
読
む
こ

と
が
で
き
る
文
章
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
い
ま
す
。花
山
さ
ん
の
文
章
の
工
夫
を
説
明
し

た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の
1
か
ら
4
ま
で
の
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を

書
き
ま
し
ょ
う
。〔解答類型１〕

「始め」、「中」、「終わり」の文章全体の構成
には着目することはできていたが、花山さんが

「中」のつながりや配列をどのように意識し
て書いたかを捉えることができなかった児童
がいたと考えられる。
また、【花山さんの文章の一部】のつながりや
配列に着目せず、調査を報告する文章の典型
例として選択した児童がいたと考えられる。

文章全体の筋道を整えるためにどのようなつながりや配列があり、それぞれどの
ような効果があるのかを、教師が整理しておくことが大切。
その上で、書き手である児童が「読み手にどのように読み進めていってほしい
か」という目的を明確にし、児童自身が目的に応じて、ふさわしいつながりや配列
を考えて書き表すことができるようにすることが重要。
つながりや配列を意識することができない児童や、どのようなつながりや配列で
書けば目的に応じた文章になるのかが明確でない児童に対しては、これまで扱っ
てきた説明的な文章を想起し、どのような論の進め方があり、それらがどのような
効果をもたらしていたかを整理する場面を設定することなどが考えられる。
また、論の進め方が異なる複数の文章を読み比べ、それぞれの効果について整
理することなども考えられる。
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具
体
的
な
設
問
例

大
問
2
二

泉大津市 47.9％
（全国 48.9％）

考
え
と
そ
れ
を
支
え
る
理
由
や
事
例
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ

い
て
理
解
す
る
指
導
の
充
実

12.3 29.9 8.0 47.9

二 

花
山
さ
ん
は
、【
花
山
さ
ん
の
文
章
の
一
部
】
の
①
の
部
分
で
述
べ
た
「
工
夫
」
を
具
体
的
に
説
明
し

た
い
と
考
え
、文
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。①
の
部
分
に
続
く
文
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の

を
、次
の
1
か
ら
4
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

〔解答類型３〕
「例えば、」という表現に続く内容

が考えを支える事例であると捉
えることができなかった児童がいた
と考えられる。

また、文脈とは関係なく【花山さん
の文章の一部】の〈図〉や自分の経
験を基に選択した児童がいたと
考えられる。

さらに、衣服の工夫を具体的に書
くことを理解することはできたが、着
る物の工夫ではなく着方の工夫を
具体的に書くと捉えた児童がいたと
考えられる。

「書くこと」の学習などにおいて、情報と情報との関係について理解する指導事
項を単元の中でどのように位置付けるとよいかを教師が意識して指導すること
が重要。
児童によっては、自分の考えについて具体例を想起できなかったり、自分の考
えと具体例が正対していなかったりすることが考えられる。これらの児童に対して
は、教師や友達と交流したり、児童自身が読み手の立場に立って振り返ったりす
る機会を設定することが効果的。
その際、自分の伝えたい考えは何かを確かめた上で、自分の考えを支える理由
や事例を複数挙げ、最も適したものを選択できるようにすることが大切。
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具
体
的
な
設
問
例

大
問
2
四

引
用
し
て
、自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
き
表
し
方
を
工
夫
す
る

指
導
の
充
実

泉大津市 30.5％
（全国 33.4％）

番号 解答類型 反応率 ( % ) 正答

(正答の条件)

次の条件を満たして解答している。

① 【集めた情報】の中から、以下のことを抜き出して書いている。

    a  本の題名

    b 本文の一部の内容

② 抜き出した部分をかぎ(「  」 )でくくっている。

③ 涼しく過ごせる衣服の色について考えたことを書いている。

④ 1 4 0 字以内で書いている。

1 条件①a、bの両方、②、③、④を満たしているもの 2 8 .0 ◎

2 条件①a、bの両方、③、④を満たしているが、条件②は満たしていないもの 2 .5 ○

3 条件①a、bの両方、②、③は満たしているが、条件④は満たしていないもの 0 .0

4
条件①a、bの両方、②は満たしているが、条件③は満たしていないもの

  ＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。
5 .2

5
条件①a、②、③は満たしているが、条件①bは満たしていないもの

  ＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。
8 .0

6
条件①b、②、③は満たしているが、条件①aは満たしていないもの

  ＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。
3 .8

7
条件③は満たしているが、条件①a、b、②は満たしていないもの

  ＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。
3 4 .7

9 9 上記以外の解答 1 4 .8

0 無解答 3 .1

本市ならびに全国において、平均正答率が最も低かった問題
11



国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より
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国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

泉大津市 3.1％ （全国

5.2％）

【無解答率】

「読み手に納得してもらうために、自
分の考えの根拠となる客観的なデータ
や事例を示したい。」等、引用する目的
を書き手である児童と教師が共有して
おくことが重要。

引用して書く必要があると考えず、本
などに書いてあることを自分の考えの
ように書く児童や、自分が考えたことだ
けを書く児童に対しては、引用すること
の意義を確かめる必要。

例えば、自分の考えが伝わるように引
用して書いている文章と、引用して書い
ていない文章を読み比べるなどの方法
が考えられる。
その際、「どちらの文章が説得力があ
るか。」、「著作権を尊重し、保護するた
めにはどちらの文章がよいか。」などに
ついて、理由を含めて話し合うようにす
ると効果的。
また、学級全体で引用する目的や引
用するときに大事なことについてまとめ、
児童が適宜、振り返ることができるよう
に手立てを講じることが大切。
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具
体
的
な
設
問
例

大
問
３
二

泉大津市 53.8％
（全国 55.6％）

情
報
と
情
報
と
の
関
係
付
け
の
仕
方
、図
な
ど
に
よ
る
語
句
と
語
句
と

の
関
係
の
表
し
方
を
理
解
し
使
う
指
導
の
充
実

8.4 14.9 19.9 53.8

〈反応率（％）〉

二 

林
さ
ん
は
、【
文
章
】
を
読
ん
で
、筆
者
の
考
え
を
理
解
す
る
た
め
に
、①
、②
、③
の
部
分
に
つ
い
て

【
林
さ
ん
の
メ
モ
】
の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
。林
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
か
。そ
の
説
明
と

し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、下
の
1
か
ら
4
ま
で
の
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

〔解答類型２〕
矢印で分けて整理していることなどの表し方を理解す
ることはできていたが、文章中の「運動が好き」や「運
動がきらい」とそれに関連する具体例を結び付けるな
ど、語句と語句との関係を理解することができなかっ
た児童がいたと考えられる。

〔解答類型３〕
矢印で分けて整理していることなどの表し方を理解す
ることができなかった児童がいたと考えられる。

「読むこと」の学習などにおいて、文章を理解するために必要
だと判断した複数の語句を丸や四角で囲んだり、関係する語
句と語句とを線でつないだりするなど、目的に応じて、図示しな
がら情報を整理することが効果的。
その際には、【林さんのメモ】のようにノートにまとめたり、【文
章】に直接書き込んだりするなど、学習の方法や進め方を目的
に応じて、児童自らが選択できるようにすることが大切。 14



具
体
的
な
設
問
例

大
問
３
三
（
１
）

泉大津市 56.1％
（全国 55.5％）

目
的
に
応
じ
て
、必
要
な
情
報
を
見
付
け
る
指
導
の
充
実

2.7 56.1 12.6 24.9

〈反応率（％）〉

⑴ 

【
話
し
合
い
の
試
み
の
記
述
】
の 

に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の
1
か
ら
4
ま
で

の
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

〔解答類型１〕
【文章】を読んで、すべてをひとくくりにし
て「苦手」を「嫌い」と考えるべきではない
という筆者の考えは理解できていたが、
「苦手でも好きなこと」という言葉を再構
成して、文章に合う経験を結び付けること
ができなかった児童がいたと考えられる。

〔解答類型2〕
「一度『苦手』と思ってしまうと、だんだん
そのことを避けるようになるので、つい『嫌
い』と思ってしまいがち」という文を捉えて、
「苦手」を「嫌い」と考えたため、文章に合
う経験を結び付けることができなかった児
童がいたと考えられる。

文章を読んで理解したことを基に、筆者が挙げている事例を自分の経験に置き換えて
考えるよう指導することが効果的。
その際、児童は、自分の経験と関わりのある筆者の事例を取捨選択し、自分の経験とど
のような関係があるかを整理した上で、筆者のものの見方や感じ方について自分の考え
と関連させながら再構成することになる。
筆者のものの見方や感じ方に共感するのか、違う考えなのか、これまでにない考えなの
かなどを考えながら読むよう指導することが大切。

市内8小学校における最大値と最小値の差が
２番目に大きかった問題（差：29.2pt）

15



具
体
的
な
設
問
例

大
問
３
三
（
２
）

文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る

指
導
の
拡
充

番号 解答類型 反応率 ( % ) 正答

(正答の条件)

次の条件を満たして解答している。

① 【文章】を読んで考えたことを書いている。

② 【文章】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ 自分の経験を書いている。

1 条件①、②、③を満たしているもの 7 8 .7 ◎

2 条件①、②は満たしているが、条件③は満たしていないもの 6 .1

3 条件②、③は満たしているが、条件①は満たしていないもの 0 .0

4 条件②は満たしているが、条件①、③は満たしていないもの 1 .7

9 9 上記以外の解答 2 .3

0 無解答 1 1 .1

泉大津市 78.7％
（全国 76.4％）

文章を読んで理解したことを整理したり、理解したことの中から既有の知識や経験などに結び
付くものを考えたりしながら自分の考えをまとめるようにすることが大切。児童の考えの過程は、
構造と内容を把握し、精査・解釈をし、考えを形成するという一定の順序で進む場合と、考えを
形成しながら、構造と内容を把握したり、精査・解釈をしたりするなど、往還する場合が考えられ
る。そのため、児童の学習過程を計画する際には、一人一人に合った学習過程になるよう柔軟に
設定することが大切。
児童によっては、「私の学校ももうすぐ運動会です」など、【文章】の内容の中心や筆者の考え
の中心ではない事例を取り上げ、自身の経験と結び付けてまとめている場合も考えられる。その
ような場合には、文章の各部分だけを取り上げるのではなく、全体を通してどのように構成され
ているのかを正確に捉えることができるよう指導すると効果的です。その際、叙述を基に、筆者が
どのような感想や意見などをもっているのかなどに着目するよう指導することが重要。

・全国を2.2pt上回った。

・ただ、市内8小学校における最大値と最小
値の差が最も大きかった問題（差：30.1pt）16



国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より
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国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

泉大津市 11.1％ （全国 15.6％）【無解答率】 18



【小学校 算数】
平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 8.7問 / 16問 54％ 2.5％

大阪府（公立） 9.0問 / 16問 56％ 3.1％

全国（公立） 9.0問 / 16問 56.4％ 3.2％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

Ａ 数と計算 60.2 61.1 61.1

Ｂ 図形 52.3 54.2 55.3

Ｃ 測定 76.4 77.6 78.1

Ｃ 変化と関係 36.3 40.6 41.1

Ｄ データの活用 47.7 48.0 48.6

評価の観点
知識・技能 58.3 59.8 60.1

思考・判断・表現 42.8 44.9 45.4 

児童質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

算数の勉強は得意ですか 59.8 59.6 60.1

算数の勉強は好きですか 59.6 56.1 57.6

算数の授業の内容はよく分かりますか 83.8 78.5 77.5

算数の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

92.6 89.2 91.0

・異分⺟の分数の加法の計算をすることはできているが、数直線上で、
１の⽬盛りに着⽬し、分数を単位分数の幾つ分として捉えることに課題が
ある。

・伴って変わる⼆つの数量の関係に着⽬し、必要な数量を⾒いだすことは
できているが、「10％増量」の意味を解釈し、「増加後の量」が「増加前
の量」の何倍になっているかを表すことに課題がある。

・棒グラフから項⽬間の関係を読み取ることはできているが、⽬的に応じ
て適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を⾔葉や数
を⽤いて記述することに課題がある。

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞

0%

5%

10%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

15

問

16

問

貴教育委員会
大阪府（公立）
全国（公立）
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結果のポイント（小学校 算数）

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

A 数と計算

◇小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていることを理解し、条件に合う小数をつくる

ことはできている。〔 ３(1)〕

◇示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時間を求めることはできている。〔 ４(2)〕

◆整数と小数の減法の計算をすることに課題がある。〔 ３(2)〕

◆異分母の分数の大小を判断し、その理由を記述することに課題がある。〔 ３(3)〕

B 図形

◆直方体の箱の形を構成する面について理解することに課題がある。〔 １(2)〕

◆体積の意味について理解することに課題がある。〔 １(3)〕

◆日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目して直方体の三つの辺の長さを捉え、

示された条件を基に、調べたい数量の求め方を記述することに課題がある。〔 １(4)〕

20



結果のポイント（小学校 算数）

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

C 変化と関係

◆百分率で表された割合と比較量から、基準量を求めることに課題がある。〔 ２(2)〕

◆単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商から二つの広場のどちらの方が

混んでいるのかについて判断することに課題がある。〔 ２(3)〕

◆基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶことに課題がある。〔 ２(4)〕

D データの活用

◇帯グラフの特徴と用い方を理解し、およその割合を読み取ることはできている。〔 ４(4)〕

◆示された二つの表から、集計に誤りのある項目を見付け、その根拠を表の中の数と言葉を用いて

記述することに課題がある。〔 ４(1)〕

◆二次元の表から、条件に合う数を読み取ることに課題がある。〔 ４(3)〕
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具体的な問題例
大問１（１） 立方体の体積の計算による求め方について理解しているかどうかをみる。

泉大津市 68.0％
（全国 72.7％）

立方体が、互いに直交する三つの辺の長さによって決まることから、
体積は（一辺）×（一辺）×（一辺）で求められることを理解できるよ
うにする。

長方形や正方形の面積の求め方を基にして、直方体や立方体の
体積の求め方を類推的に考え、体積の計算による求め方を考察す
る活動

立方体や直方体は単位体積の立方体を積み重ねてつくることがで
きることから、かけ算を用いて、直方体や立方体の体積を求められる
ことを理解できるようにする。

反応率(% )

1 8  × 8  × 8 6 8 .0 ◎

2 8  × 8 7 .5

3 8  × 6 3 .1

4 8  × 3  8  ＋ 8  ＋ 8 6 .7

9 9 上記以外 1 3 .8

0 無解答 1 .0

解答類型

〔解答類型２〕
正方形の面積の公式と混同
面積や体積の理解に課題

22



具体的な問題例
大問１（１） 立方体の体積の計算による求め方について理解しているかどうかをみる。

泉大津市 68.0％
（全国 72.7％）

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

泉大津市 32.0％
（全国 36.5％）
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具体的な問題例
大問１（２） 直方体の箱の形を構成する面について理解しているかどうかをみる。

泉大津市 60.2％
（全国 63.0％）

国立教育政策研究所 令和８年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

解答

類型
縦 横 (縦、横の入替えは問わない) 反応率（% ）

1 1 2  ( cm) 6 0 .2 ◎

2 8  ( cm) 6 .5

3 8  ( cm) 1 2  ( cm) 1 7 .6

9 9 上記以外 1 4 .8

0 無解答 1 .0

5  ( cm)

〔解答類型２・３〕
反応率合計２４．1％
3種類の長方形が二組で構成されていることの理解に課題

図形の観察や構成・分解の活動を通して、立体図形を構成する要素について
考察できるようにする。
・箱を切って分解したり、箱を組み立てたりする活動
→長方形や正方形の性質と関連付けて、箱の形について理解を深めること
ができるようにする。

24



具体的な問題例
大問１（3） 体積の意味について理解しているかどうかをみる。

泉大津市 36.8％
（全国 40.1％）

・体積の意味についての理解に課題

・解答類型 2、3、5の反応率合計54.8%
36や 4 を使った計算の答えなどを体積としている。

体積も面積などと同じように、単位の大きさを決めるとその幾つ分として数
値化して捉えることができることを理解できるようにすることが大切。

また、体積は1㎤の幾つ分として表すことができることや、立体の形が違っ
ても体積は同じであることを理解できるようにすることが大切。

大問 1 (1)で正答、(3)で誤答又は無解答の児童の割合は、38.7％
⇔１ (1)で正答の児童の5７.０%

立方体の体積の計算による求め方について理解している児童の約半数は、
体積の意味については理解できていない。

正答 誤答 無解答 合計

正答 2 9 .2 3 7 .6 1 .1 6 7 .9

誤答 7 .2 2 3 .3 0 .6 3 1 .1

無解答 0 .0 0 .2 0 .8 0 .9

合計 3 6 .4 6 1 .1 2 .5 1 0 0 .0

大問1 ( 3 )

大問1 （ １）

大問（１）と（３）のクロス集計表（％）
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具体的な問題例
大問３（２）

整数と小数の減法の計算をすることができるかどうかをみる。

泉大津市 59.4％
（全国 58.4％）

整数と小数の減法の計算に課題

解答類型 1～6 反応率の合計 84.7%

解答類型 1と7 反応率の合計 62.８％

解答類型 3 整数部分のみ計算

・全国より最も上回った問題（+1.0pt）

・市内8小学校における最大値と最小値の差
が２番目に大きかった問題（差：28.0pt）

解答

類型
ア イ 反応率（% ）

1 1 .2 4 5 9 .4

2 1 .3 4  2 .2 4  2 .3 4 4 .8

3 2 .7 6 1 5 .9

4 3 .7 1 0 .2

5 1 2 .4  1 2 4 0 .4

6 類型 1  ～ 5  以外 4 .0

7 1 .2 4 3 .4

8 1 .3 4  2 .2 4  2 .3 4 1 .0

9 2 .7 6 1 .1

1 0 3 .7 1 3 .1

1 1 1 2 .4  1 2 4 0 .2

9 9 上記以外 4 .0

0 無解答 2 .5

1 .3 7

1 .3 7 以外

26



具体的な問題例
大問３（４）

単位分数の個数に着目し、数直線上の 1 を表す目盛りを捉えることができるかどうかを
みる。

単位分数の個数に着目し、数直線上の1を
表す目盛りを捉えることに課題

解答類型 1
1番目の目盛りを1と捉える

市内8小学校における最大値と最小値の差が
最も大きかった問題（差：29.2pt）

泉大津市 33.7％
（全国 35.0％）

泉大津市 65.5％
（全国 68.1％）

解答

類型
記号 反応率（% ）

1 ア 1 9 .7

2 イ 6 .1

3 ウ 6 5 .5

4 エ 1 .1

5 オ 1 .0

6 カ 2 .5

9 9 上記以外 1 .3

0 無解答 2 .7

数直線上の目盛りを分数で表すことで、分数の意味や表し方について理解を
深めることができるようにする。

5番目の目盛りが
5

3
であることから、目盛りの一つ分の大きさを

1

3
と捉える。
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具体的な問題例
大問１（4）

日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目して直方体の三つの辺の
長さを捉え、示された条件を基に、調べたい数量の求め方を数や言葉を用いて記述できる
かどうかをみる。

解答

類型
求め方 送料 反応率（% ）

1 ①、②の全て 4 4 .4 ◎

2 ①又は② 4 .6

3 図２の 3  辺や合計 1 0 .3

4 類型 1  ～ 3  以外 4 .4

5 ①、②の全て ①又は② 4 .6

6 図２の 3  辺や合計 1 3 .8

7 4  箱なので送料が同じ 1 .7

9 9 上記以外 1 0 .3

0 無解答 5 .7

正答条件

9 2 0 円

9 2 0 円以外 無解答

①直方体イの 3  辺のそれぞれの長さ（縦・横・高さ）

②直方体イの 3  辺の長さの合計

泉大津市 44.4％
（全国 45.2％）

日常生活の問題を解決するために、図形の構成する要素に着目して
直方体の三つの辺の長さを捉え、示された条件を基に、調べたい数量
の求め方を数や言葉を用いて記述することに課題

解答類型 6
例）【求め方】４２×４＝１６８ 【送料】1510円

図 2 の直方体の三つの辺の長さの合計の 4 倍と捉えている

日常生活の問題について、身の回りのものを図形として捉え、図形を構成
する要素に着目して考察できるようにする
・図1の直方体4個をいろいろなまとめ方をしたときの送料を考える活動
→まとめた直方体が図1の直方体でどのように構成されているかについ
て考え、まとめた直方体の縦の長さ、横の長さ、高さを捉えることができる
ようにする
→同じ直方体4個をまとめた直方体でも、まとめ方により三つの辺の長さ
やその合計が変わり、送料が変わる場合があることに気付くことができる
ようにする 28



具体的な問題例
大問２（１）

数を四捨五入して、概数で表すことができるかどうかをみる。

泉大津市 67.2％
（全国 66.5％）

数を四捨五入して、概数で表すことに課題

解答類型 1 「千の位までの概数で表す」
→ 「千の位を四捨五入する」と捉える

解答類型 3 「百の位の数を四捨五入する」
→ 「百の位までの概数で表す」と捉える

数を四捨五入して、概数で表すことができるようにする

・概数を実感的に捉えられるように、数直線を用いて数を四捨五入して
概数で表す活動

74291 千の位までの概数
→74000 または 75000 となるという見通し

反応率（% ）

1 ア 70000 6.5

2 イ 74000 67.2 ◎

3 ウ 74300 21.8

4 エ 75000 3.6

99 上記以外 0.2

0 無解答 0.6

解答類型
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具体的な問題例
大問２（２）

百分率で表された割合と比較量から、基準量を求めることができるかをみる。

泉大津市 48.5％
（全国 53.1％）

百分率で表された割合と比較量から、基準量を求め
ることに課題

解答類型 6、7、9、10の反応率合計 29.2%

20%や100%から20や0.2、100を用いて立式
例 １４÷0.8＝１７．５

割合と比較量から、基準量を求めることができるようにする。

（基準量）×（割合）＝（比較量）
数直線から数量の関係を捉える

「全体が１，基準量の０．２にあたる数が１４」
□×０．２＝１４ → １４÷０．２＝□

解答

類型
式 答え 反応率（% ）

1 1 4  ÷ 0 .2  / □ × 0 .2  =  1 4 1 8 .2

2 1 4  ÷ 2 0  × 1 0 0  / 1 4  ÷ 2  × 1 0 2 .3

3 1 4  × 5 2 8 .0

4 類型 1  ～ 3  以外 3 .8

5 類型 1  ～ 3 1 .7

6 1 4  ÷ 2 0 0 .4

7 1 4  × 0 .2  / 1 4  × 2 0 6 .9

8 1 4  × 4 2 .5

9 0 .8  8  8 0 を使った式 7 .3

1 0 1 0 0 を使った式 1 4 .6

9 9 上記以外 1 1 .1

0 無解答 3 .3

正答率 4 8 .5

7 0

7 0 以外 無解答
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具体的な問題例
大問２（３）

単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商から二つの広場のどちら
の方が混んでいるのかについて判断できるかどうかをみる。

泉大津市 29.1％
（全国 36.1％）

単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味の
理解に課題

解答類型 2～4 反応率合計68.6%

示された式が何を求めているのか判断することに
課題
・「１㎡あたりのペンギンの数」を求めているのか
・「ペンギン1羽当たりの面積」を求めているのか

二つの数量の関係に着目し、異種の二つ
の量の割合として捉えられる数量の関係
について考察できるようにすることが重要。

指導に当たっては、異種の二つの量を比
べる場合、どちらか一方の量をそろえる必
要があることに気付くことができるようにす
ることが大切。

そのうえで、図や数直線などを用いて、単
位量当たりの大きさを求める式の意味に
ついて理解できるようにすることが大切。

さらに、単位量当たりの大きさの意味を理
解し、単位量当たりの大きさから混み具合
などを判断できるようにすることが大切。

解答

類型
記号 記号 反応率(% )

1 ウ 2 9 .1

2 エ 1 5 .5

3 ウ 2 7 .4

4 エ 2 5 .7

9 9 上記以外 1 .1

0 無解答 1 .1

ア

イ

・全国との差が最も大きかった
（－7.0pt）

・市内8小学校における最大値と最小値
の差が最も小さかった問題

（差：6.6pt）
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具体的な問題例
大問４（３）

二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかどうかをみる。

泉大津市 16.7％
（全国 17.9％）

二次元の表から、条件に合う数を読み取ることに課題

解答類型 1～3 アを13 … 39.5%
解答類型 1、4、7、10 イを8 … 41.8%
解答類型 4～6 アを4又は9 … 46.2%

本市ならびに全国において、平均正答率が最も低かった問題

解答

類型
ア イ 反応率（% ）

1 8 1 6 .7

2 9 0 .2

3 類型 1 、2  以外 無解答 2 2 .6

4 8 2 3 .9

5 9 5 .4

6 類型 4 、5  以外 無解答 1 6 .9

7 8 0 .4

8 9 0

9 類型 7 、8  以外 無解答 3 .3

1 0 8 0 .8

1 1 9 0 .2

9 9 上記以外 6 .5

0 無解答 3 .3

1 3

4  又は 9

1 2

類型 1 ～9  以外

データを二つの観点か
ら分類整理する方法に
ついて理解し、目的に応
じて、二次元の表を作成
したり、表から必要な数
値を読み取ったりできる
ようにする。
二つの項目を順序よく
追ったり、読み取った数
値がどのような場合な
のかを捉えたりできるよ
うにする。
合計はその行や列の数
値を合わせた数である
ことを理解できるように
する。
二次元の表を作成する
ことを通して、データを二
つの観点から分類整理
する方法について理解
できるようにする。
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